
- 1 - 

 

    

   2026年 11月５日 

各  位    

 
会 社 名 ポ ー ル ト ゥ ウ ィ ン  

ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 

 代表者名 代表取締役社長 橘    鉄 平 

  (コード番号：3657 東証プライム) 

 問合せ先 取締役 CFO 山 内  城 治 

  (Email：ir@ptw.inc) 

 

 

 

当社連結子会社による医療 DX市場向けサイバーセキュリティ事業拡大に関するお知らせ 

～情報漏えいリスクの高まりを背景に、安全な医療 DXの実現を支援～ 

 

当社の連結子会社である株式会社 SynX（本社：東京都千代田区、代表取締役 CEO：西 潤一郎、以下

「SynX」）は、ヘルスケアソリューション事業及び地球環境ソリューション事業を展開する株式会社イメー

ジワン（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：川倉 歩、東証スタンダード：2667、以下「イメージワン」）

と協業を開始し、医療機関向けサイバーセキュリティサービスの提供を推進してまいりますので、お知らせ

いたします。 

 

本協業を通じて医療機関における情報漏えい対策とサイバーセキュリティ強化を支援するとともに、当社

グループの国内 Tech分野における事業拡大を図ってまいります。 

 

記 

 

１．本協業の背景 ～成長が続く医療 DX市場と拡大するサイバーセキュリティ需要～ 

医療業界では、電子カルテをはじめとする医療情報システムの普及やクラウド活用の進展を背景に、DX 化

の動きが加速しています。国内の医療・ヘルスケア・製薬 DX関連市場は 2025年に 7,818億円、2030年には

１兆円を超える規模へ拡大する見通し※であり、今後も高い成長が期待されています。また、医療 DX の進展

に伴い、医療機関におけるサイバーセキュリティ対策の重要性も一段と高まっており、院内 DX支援システム

市場は今後の拡大が見込まれています。 

※富士経済「2025年版 医療・ヘルスケア・製薬 DX関連市場の現状と将来展望」 

 

一方で、近年は企業や自治体、医療機関等においてランサムウェア攻撃や情報漏えい事案が相次いで発生

しており、サイバーセキュリティ対策に対する社会的要請は急速に高まっています。特に医療機関において

は、患者情報や診療データ等、重要な個人情報を取り扱うことから、高度なセキュリティ対策が求められて

います。厚生労働省においても、医療分野におけるサイバーセキュリティ対策の強化を継続的に求めており、

医療機関向けセキュリティサービス市場の拡大が期待されています。 

 

当社グループは、このような市場環境の変化を重要な成長機会と捉えています。成長が見込まれる医療 DX

市場において、拡大するサイバーセキュリティ需要への対応を通じて、新たな顧客基盤の構築と収益基盤の

強化につなげるべく、本協業を開始することといたしました。 
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２．本協業の概要 ～両社の強みを活かした事業基盤の拡大～ 

SynX は、脆弱性診断、ペネトレーションテスト、セキュリティコンサルティング等のサイバーセキュリテ

ィサービスを提供しており、課題の発見から改善提案、再診断までをワンストップで支援しています。 

 

イメージワンは、電子カルテをはじめ、PACS や RIS 等の医療情報システムの導入・運用支援において豊富

な実績を有し、長年にわたり医療機関の DX推進を支援してきました。また、医療現場との強固な信頼関係を

基盤に、幅広い顧客基盤を構築しています。 

 

本協業により、イメージワンの医療機関ネットワークと SynXのサイバーセキュリティ技術を融合し、医療

機関向けセキュリティサービスの提供体制を強化してまいります。さらに、セキュリティ診断から改善提案、

運用支援までを含めた包括的な支援体制を構築することで、医療機関が抱えるセキュリティ課題の解決を支

援してまいります。 

 

 

３．当社グループの成長戦略との関係 

当社グループは、ゲームデバッグ事業で培った品質保証ノウハウを基盤として、ソフトウェアテスト、IT

ソリューション及びサイバーセキュリティを中心とする国内 Tech分野を重点成長領域としています。 

 

近年は事業ポートフォリオの変革を進める中、高い専門性を有するサービスの拡充を通じた収益基盤の強

化に取り組んでいます。特にサイバーセキュリティ領域は、デジタル化の進展や情報漏えいリスクへの対応

を背景として、中長期的な需要拡大が期待される成長領域です。 

 

今回の協業は、成長が期待される医療 DX市場において当社グループのサイバーセキュリティサービスの展

開を加速させる取り組みであり、国内 Tech分野における顧客基盤の拡大と収益基盤の強化につながるものと

考えています。 

 

当社グループは、今後も成長が見込まれる市場における事業機会の創出を通じて、国内 Tech分野の収益基

盤強化と企業価値の持続的な向上を目指してまいります。 

 

 

４．業績への影響 

本協業が 2027年１月期の連結業績に与える影響は軽微である見込みですが、昨今の情報漏えい対策やサイ

バーセキュリティ強化に対する社会的要請の高まりを背景に、医療 DX市場における事業基盤の拡充を通じて、

国内 Tech分野の中長期的な成長に寄与するものと考えています。 

 

今後、業績への影響等について開示すべき事項が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

 

以 上 


